
全体会 パー ト1

「各地の子ともたちからの報告」

司 会 ：西森 さん （中 1 ）・ 六 反 田 さん （中 1 ）【か わ に し平和 キ ッズ 】・ 荒牧 さん

■パ ー ト1 「各 地 の 子 ど もた ちか らの 報告 」

ここでは、各地の子 どもが主体 となって活動 をしている団体か らの報告を行いま した。また、パネ

ラーや参加者からの質疑応答を行いま した。

t 荒牧 さんのあいさつ、 ならびに開会宣言

今 日は、子 ども とお となの いい 関係 とい うテー マ と して 、

それ をつ くって い くに は ど うした らい いか とい うこ とをみ

なさんで考 えてい き ま しょ う。 重要 な こ とは、子 どもの権

利を基 本 に お いて 、そ の関係 をつ くろ うとい うこ とです。

た くさんのお となや子 どもが い る中 で、 い い関係 をつ く

ろうと実践 して きた各 地 の活 動 の 中 での言 葉 で あ る と受 け

止めなが ら、お互いに意 見を交換 して考えたい と思いますこ

■神奈川県川崎市 「川崎市子 ども会議」

「川崎市子 ども会議 」は、

1 ．人権、環境問題、ユニセフについて考 えをまとめて市長 さんに要望 と して伝える。

2 ．川崎市子 ども権利条例 につ いて、ゲームや クイズで学習す る。

3 ．川崎市子 ども集会を年 1度開催 します。

「子 ども夢 パ ー ク」 つて ？

川崎市子 ども権利条例に従 い、子 どもたちが中心になって造った建物です。2003 年 7 月に「子 ど

もた ち が好 きな よ うに 遊び ア レン ジ（チ ャ レンジ ？）してい い」 場所 がで きま した。 室内 にはパ ソコ

ン室や 図 書 室、外 に はア ス レチ ックや池 、 サイ ク リング ロー ドも。

口煙石 さん（12 歳）

活 動 の 中で 困っ た時、 お となの 人 にサ ポー トされ る

と助か りま した 。だか ら何 で もな い ときは 口を出 さず 、

困った時 だ けア ドバ イ ス して下 さい。

口朝比奈さん（14 歳）

お とな と子 ど もでふつ うに会話 でき るのがい い 関係
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だと思 い まう㌔ 子 ども会議 のお とな の人 は 、気 軽 な 話 し相手 にな っ て くれ るの で 、 み ん な もた よ りに

して い るみ たい です。

■岐阜県多治見市 「多治見子ども会議」

「多治見子 ども会議」は、

多 治 見市 子 ども権利 条例（2003 年 9 月 にで きた ばか りで す）の前 文 を、小学 生 に もわ か りやす い よ う

に僕たちで 考えました。普段は毎月第 4 日曜 日に集 まっていろいろ話 し合っていますム結成 当初 はお

となの 力 に頼 る こ ともあ った け ど、今 は会 議 の 形式 やテ ーマ につ い て も 自分 た ちで進 め られ るよ うに

なっ てい ますこ

□三和 さん（高 1）

親が子 どもを型 にはめるのは簡単だけ ど、子 どもの意

見がつ ぶ れ て個 性 が な くな る と思 う。

権利 を知 った ら子 どもがわ が まま にな る とい うお とな が

いるけれ ど、子 どもを型 に は めよ うとい うのは 、お とな

のわが まま じや ない のか な。

□吉 田 さん（高 1）

お互いが認 め合 い意見を尊重 し、それぞれの働 きが十分 に生か され、お 互いが嫌な顔 をす ることな

く物 事 を進 め てい けるの が 、お とな と子 どもの いい 関係 だ と思 います。

■兵庫 県神 戸市 「神戸 フ リー ス クー ル」

「神 戸 フ リー ス クー／り は、

普段 は月 1 回『子 ども会 議 』で プ ロ グラ ムを決 めて 、毎 日楽 しく過 ご してい ます 。ス ポー ツとか 、公

共の場 所 を借 りて遊ぶ とか 、工作す る 日とか 、借 りてい る畑 で農 業や お花 を植 え るな どを して いますこ

また 、淡 路 島の 田んぼ を借 りて 米つ く りの プ ロ グ ラムを体 験 させ て も らっ た りしてい ます1 夏は PEA C E

R UN 、秋 は子 午線 WALK とい うこ ともや って いま す。

口大森 さん（14 歳 ）

お とな も子 ど ももい っ しょに成 長 して いか な、 し ょ う

がな いん ちや うか な ？不登 校 も つ の牛 き方 だ と思 う。

その子 のペ ー ス でのん び りや れ るの がお とな と子 ど もの

いい 関係 って こ とか も しれ ない 。
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口香川 さん（14 歳）

先生 たちは卒業生に 「世界に一つだけの花」 を贈 るとか捧げ るとか言 うけれ ど、 この歌は子 どもが

先生に伝えることなのだ と思 う。その違いに先生たちが気づ かない限 り、子 どもたちは先生 を信頼す

る事 は無理 だ ろ うと思 っ て います去

l 兵 庫 県川 西市 「かわ に し子 ど もネ ッ ト」

「か わに し子 ど もネ ッ ト」 は、

私 たち子 ど もネ ッ トで は 、子 どもが したい 事 を計 画 し運 営 して 、お となはそ れが で き る環境 を準 え

ます。 幸な活動 は次の 3 つです。

1 ．クラブ活動－－－一学校の部活 と違って 「したい こと・場 所・ 日時」は子 どもが決めます。

2 ．子 どもネ ッ トの集 ま り一 全体的 な活動です。毎年夏休みのキャンプや

七夕祭や宿題会。秋 には芋掘 り、春 にはお花見を します が、権利条約を学ぶ会 もあ りますこ

．3 ．子 ども人権 フォーラムーー普 段の生活で気になることをテーマに、

市 内の子 ど も、お とな、先 生 が集 ま り、子 ど もの人 権 につ い て

子 どもの視 点か ら考え話 し合います。

□野 呂 さん（高 2 ）

自主的 な活 動 を行 な う事 そ の ものが 子 どもの人権 を

尊重す る事 だ と考 えて 活動 してい ますこ こ こで のお と

なと子 どもの関係 は指 導 す る側 のお とな と指導 され る

子ども、で は あ りませ ん， サ ポー ターの お とな は子 ど

もの意 見 を尊重 して くれ て活 動 の手 助 けを して くれ ま

す。そんなお となはいい意味で私た ち子 どもに影響力

があ ります 。お となの 人 た ちは 子 どもの考 えを知 る事

がで きてお 互 い に 自分 自身 の世 界が 広が る、そ うい う

のがいい関係だ と思います。

□向井 さん（中 3 ）

子 どもネ ッ トに 入 って オ ンブ ズパ ー ソン制 度 を知 りま した。 各 地 の フォー ラムに行 っ てみ る と、 こ

の制度 が川 西 の象 徴 と言 って もい い くらい だ った とわか ります 。子 どもの味 方 で身 近 なお とながい る

事を知 れ ば 、多 くの人 が助 かっ た り変 った りで き る と思 います。 もっ と市民 が知 っ て誇 りに 思っ て欲

しいです。
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1 各地から訪れ た参加者 がフロアから

■青森 よ り

青森では、まだ子 どもの権利 を守 る活動 を市 として考

え始めた ところです。ねぶ たの後ろに権利条約 の条文を

書いてア ピールす るとい う啓蒙の段階です。だんだん子

どもた ちが 自分 でや って くれ る よ うに な るよ う、お とな

が一緒 にやっていきたいです去 かつ て子 どもだったころ

の思いを持 ちつづけていれ ば、いい関係が続け られ るん

じや な いか と思 ってい ます 。

■干葉 よ り

ロ三森 さん（高 2 ）

千葉 県の佐倉市で 2001 年 に子 どもによる市民のため

の情 報誌 『 ウェーブ さく ら』 を創刊 しま した。 費用 を 自

分た ちで準備 しよ うと親子劇場 のお祭でスイカやマシュ

マロを売 った り しま した。 そ の 後 もつ くった もの を売 っ

たりカンパ をい ただ いた り して 、第 1 、第 2 号 「戦 争 と

平和」、第 3 号「福祉」第4 号「教育」、第 5 号「政治」

と出 して きま した。 今 は ち ょっ と方 向性 の 見直 しで 立 ち

止まっています けれ ど。

□山浦 さん（高 2 ）

子 どもの参画 とい うこ とを考 える時 、それ は 気持 ちを形 に して実 現 して い くこ と じや ないか と思 い

ます。 で も家庭 や仲 間 とい う身 近 な コ ミュ ニテ ィへ の参 画 とい うこ ともで きて い なし㌔

して、以 下 にあげます 。

・『共感』

何を願 っているのか話 し合 う。本音 で話せなかった ら、

話せ ない とい う事 か ら。

・『共有』

何 を考 え ど うしたい か と共 感 した もの を形 にす るた めの 手段 を考 え、

ツール を共有す る。

・『共同』

手 段 が決 ま った らお とな と子 どもが 一緒 に動 く。
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口山本 さん（高 2 ）

去年私た ちの実行委員会では、お とな と子 どものフォー ラム実行委員会 が分 けられていて、なかな

か子 ども とお とな の話 し合 いが で きませ んで した。 それ は、あ る意 味お とな の優 しさが 逆 に邪魔 を し

て、子 ども とお となが 市民 と して同 じ立場 に立 て な かっ たか らだ と思い ます 。子 ど も とお となが 同 じ

立場に立って活動をす るとか、市民参加 な ら、市民 と行政が一緒になって共 同す るとい うことが必要

なん じ や な い で し ょ うカ㌔

■滋 賀 よ り

子 どもの権 利 を考 え る子 ども ワー ク会 議 です 。 も とは ジ ュニア会 議 として 環境 につ いて の 活動 を し

ていた 人 が 集 ま ったの で まだ人 権 の こ と、 よ くわか って

いませ ん。で も川西 の子 どもネ ッ トの子 た ち に会 った り、

川西子 どもオンブズパー ソン事務局 を見学 させて もらい

ました 。身 近 な ところ に子 どもの権 利 が あ るん だな 、学

校生活 について も子 どもの権利 っていっぱい考え られ る

こ とあ るん じやない か な と考 え られ る よ うに な りま した。

その あ とお とな と子 どもの ミニ フォー ラム を して意 見を

交換 しま した。 今 、そ の考 え をま とめ て条 例 をつ くろ う

として い ますこ 身 近な 生活 に役 立 て られ る条例 に したい な と思 って い ますも

みん なが 思 って い るお とな と子 どもの いい関 係 っ て ？ （み んなの メ ッセ ー ジ）

・ お互 い深 く関 りす ぎず 、浅 く関 りす ぎず の微 妙 な 関係 を一緒 に築 きま しょ う。

・相手の事 をお互い思 って行動 できることだと思います。

・ 違 い を認 め合 って毎 日楽 しく生活 しよ うとす る関係 だ と思い ます 。

・ お とな は子 どもの 、子 どもはお となの 立場 に 立 って 両方 の心 が通 じ合 える関係 が

一番いい と思います。

・ 子 ど もは もっ と主張 した い こ ともあ る し、お となか らも忠告 して も らいた い と思 い ます去

■愛 知 よ り

□加藤 さん（高 1 ）

愛知県高浜市 で平成 13年にひ ろば委員会ができま した。最初はお とな

にむけての要望 などを話 し合っていま したが 14 年 には高浜市の小中高

生対 象 にア ンケー トを しま した 。「居 場 所あ ります か ？」「悩 み を親 に言

えます か ？」 つ て。 保護 者 に向 けて も 「子 ど もに居場 所 は ちゃん とあ る

と思 い ます か ？ 1 つて しま した 。 そ こで わか った の は結 構お とな と子 ど

もって すれ 違 って い るな とい うこ とです 。 例 えば 「居場 所 がな い、 わか
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らない 」 とい う子 どもの意 見 が多 か った の です が、 お とな の答 え は 「自分 の 家が居 場所 だ ろ う」 と子

どもの こ とがわ か って い ない か な、 とち ょっ と思 い ま した。

平成 15 年 に な って『高 浜子 ども市 民憲 章』をつ くっ て きま した。 1 章 か ら 8 章ま で合 宿 ま で して 自

分た ちで考 えま した。 言葉 の使 い方 で お とな と意見 が違 った こ ともあ りま した が、 最後 まで がん ばっ

て自分 た ちの意 見 を通 せ ま した。 で も、意 見を 尊重 して くれ る人 が 多い けれ ど「ち ょっ とな …」 とい

うかた も多 い の で悲 しか った りも します。

これ か らの活 動 は まだ決 まって いませ ん 。 メ ンバ ーが 減 るの が少 し心 配 です が、 お となが 「こ うし

よう ！」 つてい うの は まず な いの で 、い ろい ろ考 え よ うと思 い ます 。

お とな と子 ど もの い い 関係 って …。 わ か っ て欲 しい事 を は っき り伝 え られ た らいい な と思 い ますこ

もっ としっか り話が で きた らい いか な

■かわ に し平和 キ ッズ

私 たちは平和キ ッズですム私たちのキャ ッチフ レーズ

は「戦争で幸せになる人はいない」 です去 このキャ ッチ

フレーズを基にデモや活動にも参加 してきま した。私た

ちの思 う、子 ども とお となの いい関係 は、 お互 い を信頼

し、悩 み を打 ち 明 け られ るの が本 当のお とな と子 どもの

いい関係だ と思 います。私たち平和キッズはこれか らも

平和運動に、 どん どん参加 していきたいですこ
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全体会 パー ト2

子ともと批 なの対話と交流

司会 ：北 井 さん（高 2 ）・ 澤 田 さん（中 3 ）【か わ に し子 どもネ ッ ト】・ 浜 田 さん

■パ ー ト2 「子 ど も とお となの対 話 と交 流 」

パ ー ト2 では 、「子 ど も とお となの対話 と交 流 」と題 して、子 ども とお となが同 じグル ー プ になって

2 つの テ ー マにつ いて 話 し合 っ て も らい ま した。 そ して 、話 し合 い の中 で 出 た意見 を短 冊に ま とめま

した。 子 どもは 自分の 意 見 を話 す こ とが で き、お となは子 どもの意 見を聴 く時 間 にな り、お 互い の交

流が深 ま りま した。

■浜田 さんか らの あ い さつ

フォー ラ ム のプ ラ ンを子 どもメ ンバ ー と一 緒 に試行 錯誤 しな が ら考 えて きま した。 途 中 、提 案 した

プラン が 「サ ブ い」 と言われ た りしなが らも、 お とな と子 どもが一 緒 にな っ て作 って き ま した。 子 ど

もメ ンバ ー が駅 前 でま いた ビラ を持 って き て くれ た 子 もい るみ た いで、 うれ しい ですこ

では、

（ 1 ）大 人 との かか わ りの 中でや めてほ しか った言 葉や 態度 って どん な こ と？

（ 2 ）子 ど も と大 人 のい い関係 って どん な風 に した らでき るの ？

とい うテ ー マで 、 グル ー プ で話 し合 ってみ て くだ さレ㌔
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■“子どもと批 なのいい関係叶って とんなふうにしたら出来 る？

～短冊に書いてもらった参加者からの意見です～

ロチ ャ レ ン ジ す る こ と 。 わ か り あ うた め に 。

（子 ども に言 っ て もわ か らな い。 ま た、お とな に 言 っ て もわ

からな い）

□同 じ視 点で 話 し合 う。 子 ど もだ か ら（お と な だか ら）は ×

ロー人 の人 間 同 士 と して 話 をす る（親 と して 、先 生 と して で は

なく ）

□お互 い の意 見 を聞 き合 う ！

ロマイ ノ リテ イ（障 害 者 、在 日コ リア ン、在 日外 国 人、部 落 出

身者 、女性 な ど）を通 して 学 び、築 き あ げて い くこ とが 重 要 だ

と考 え ます。

ロ” テキ トー ” が最 良 。

□子 ども、 お とな関 係 な くち が うと思 う こ とな ど を言 い合 えて 話 せ る。

□近 い関 係 で あれ ば あ る ほ ど、 互 いの 違 い を 自覚 して い る こ と。

私 とあ な た はお 互 い大 切 な存 在 だ けれ ど、 だ か ら と い って 考 えや 気 持 ち も

い っ し ょ じ や な い こ と を 知 っ て い る こ と、 違 う こ と そ れ が す ば ら しい こ と。

ロお とな が一 歩 引 くこ と、 適 当 な 距離 を保 つ、 見 守 る こ と、 ま か せ る こ と。

口お互 い に信 頼 関 係 を築 いて い くと こ とが大 事 だ と思 い ま す。

□子 ど もの願 いが 社 会 をか え る。 心 の つ な が りを 一番 大 切 に す る社 会 を実 現 す る こ とが 課 題 。

子・ 親（周 りの お とな）の 関係 づ く りが原 点。

□まず私 の 話 に興 味 を も って き いて ほ しい。

ロ子 ども とお とな の 垣 根 を越 え るバ カ の壁 を破 ろ う ！そ の た め に は子 ど も とお とな の対 話 が 大 切 。

口物理 的 に も精 神 的 に もお互 い の距 離 を縮 め 合 うこ と。

□親 と子 、先 生 と子 の信 じ合 う こ とが大 切 だ と思 う。

口そ の時 に応 じた距 離 感 を保 て る こ と。 み ん な ちが うこ と を

知り合 う。

ロ相 談 と か聞 い て ほ しい時 に、 聞 いて くれ る 人 が い る と、 そ

の人 と近 づ け て良 い関 係 に なれ る と思 う。

□も っ と ゆ っ た り つ き あ う。

□ぽ く は お と な と 子 ど も の イ イ 関 係 は 、 や っ ぱ り楽 し く笑 う

のが 大 切 だ とぼ くは 思 いま す。

□対 話 の 場 をお とな か ら設 け、 互 い を尊 重 しな が ら よ い関 係

をつ く る。

ロこ う い う 場 を も っ と 増 や し、 こ の 輪 を 広 げ て い く。

□気 の合 う人 もい れ ば 合 わ な い 人 もい る。

今 はわ か り合 え な くて もい つ か わ か り合 え た り、 言 えな か った こ とが い え る時 があ る。
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ロ信 じられ る とい い関 係。

け ど 甘 え す ぎ た ら 、 い い 関 係 も 自 分 の イ イ と こ も くず れ ち や う と 思 う。

口コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 大 切 ☆ 。 自分 の意 見 を き い て も ら う。 お とな の 意 見 を聞 く広 い心 を持 つ 。

お互 いを認め合 う関係が理想 だ ！一

口子 ど もの た め に 子 ど も と共 に ！

□′′人権 ′′の言 葉 が 重 た く感 じる た め に、 子 ども達 や お とな 達 に も入 っ て こな いの で は な い か ！

子 ど も社 会 の 中 だ けで な く、 お と な社 会 に も安 心 して 話 を 出来 る人 間関 係 が

少 な くな って い るの で は な いか ！安 心 で き る こ とが 大 切 。

□難 し く考 え る よ り”気 楽 ”に 考 え よ う よ ？

□親 子 仲 良 く、 お 互 いに 信 頼 し合 う ！

口子 ど も とお とな は 分 か りあ え な い か ら分 か り合 うた め の 努 力 をす る。

□良 心 に従 って 行 動 した い。

□お とな と子 ど もが 一 緒 に 居 る時 間 を も っ と増 や す。

口年 齢 差 が あ って も 「ム キ 」 にな っ て話 し合 え る。

「お とな 気 な い 」 とい う社 会 風 土 が あ る→ な く した い。

口先 生 一 生 徒 と同 じライ ンで もの ご と を考 えて くれ る先 生。

・ 他 人 の こ と を考 え て 自分 の 立 場 で ち やん と考 えて くれ る 先生 。

口向 き合 うこ とカ ナ 。 子 ど もだ か ら、 お とな だ か らで は な く同 じ して ん で。

ロー 番 は じめ に 自分 の 考 え を相 手 に伝 え る。

□お と な と子 ど も に境 は い らな い。 お とな と子 ど も じや な い 人 と人 な ん だ か ら、

子 ど も も ー 人 の お と な（人 ）と して み て ほ し い 。 そ う した ら い い と思 う。

口は な しので き る場 づ く り。（一 緒 に体 験 で き る もの）これ は お とな が つ く らな い とい けな い。

知 り合 わ な い と詰 も しな い。

口意 見 表 明 の 場 が 欲 しい→ 障 害 者 、 も っ と小 さい 子 ど もは ど う扱 わ れ る ？

権 利 条 約 を広 め るの もい い で す が 、 も っ と今 直 面 して い る問 題 に つ い て語 って くれ る とい い な と。

口子 ど もの 行 動 に は お とな社 会 の影 響 が大 き い。

お とな が どん な 努 力 を すれ ば子 ど もに い い もの が残 せ る の

だろ う か 。

それ を求 め続 け て活 動 した い と思 い ます。

口困 っ て いる、 悩 ん で る人 が ま わ りに いた ら助 け て あ げ る ！

”信 頼 関 係 ”を築 く。

ロ出逢 いと居場所 が大切。

口何 人 か ち や ん と 自 分 の 話 を 聞 い て くれ る ヒ トを つ く る 。

話 を聞 い て も ら うだ け で楽 に な る暗 もあ る ！

□”呼 吸 ’′で き る環 境 って い い。

□子 ど もの気 持 ち を話 せ る場所 が減 って きて い る。

ロど ん な ふ う に し た ら 出 来 る ？

・ 話 し合 う時 自分 の 経 験 を押 しつ けな い。

・ ふ ざけ な いで 真 剣 に 話 を聞 い て ほ しい。

・ 自分 の こ と を好 きで いれ る よ うに。
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・ 否 定 的 な こ と も一 度 受 け 入 れ て か ら話 し合 う。

・ お とな も子 ど も もー 人 の 人 間 と して話 を す る→ 手 紙 で や りと りを した りす る。

□つかずはなれず一定の距離 を保つ。

ロ子 ど も とか お とな とか分 け ず に、 同 じ人 間 と して 意 見 を出 して い く。

ロお とな（先 生 ）が 真 剣 に 聞 い て くれ て、 ア ドバ イ ス を して く

れて、 あ と ど うな っ た か最 後 ま で関 心 を持 っ て くれ る。

□関 わ りをあ き らめ な い で、何 度 も何 度 も働 き か け て い くこ

と子 ど も に「 こ の 人 ダ メ だ 」 つ て あ き ら め ら れ な い よ う に し

たい です。

□子 ど も もお とな も安 心 して話 せ る と い い の に な あ ～ 時 間

をた っ ぷ り、 ゆ っ く り か け て 。

□と に か く 話 す こ と話 を 聞 く こ と が だ い じ。も し も 遠 く に い

るな ら電話 や メー ル で。

□話 を して い る と き 、 うな ず き な が ら し っ か り聞 く。

□「子 ど も」「お とな」 の言 葉 概 念 自体 な くす こ と。

ひ と りの 人 間対 ひ と りの 人 間 と い う関 係 を紡 ぐ努 力 をす る こ とが ま ず 必 要 。

□子 ど もの 言 う こ とや や る こ と をで き るだ け信 用 して 見 守 って くれ る関係 。

□お とな も子 ど もも我 慢 して い る。 親 は そ の親 ・ 周 囲・ 近所 の 目か らの板 挟 み。

親 が が ん ば っ て い る こ と も認 め て よ→ 言 っ て くれ な い とわ か らな い。

まず お互 い を理 解 す る こ とが 大 切。

そ して、 言 い合 お うよ。

ど う した ら親 と子 が 対 話 で き るの か な ？

考 え を変 え ろ と い うの は む ず か しい。

様 々 な考 え が あ る、 と い う理 解 を して くれ れ ば。

口答 え はす ぐに見 つか らな い。 す ぐに 出 す必 要 もな い。

悩 み続 け る こ と、 考 え続 ける こ と、 それ も大 事 だ と思 う。 それ が 大 切 だ と思 う。

□貴女 ・ 貴 男 の ま まで。

口互 い に聴 く話 せ る関 係 づ く り。 互 い に寄 り添 えれ ば …

ロ子 ども もお とな も い っ しょに こ うや っ て悩 み 考 え続 け て いれ ば …

□お互 い に分 か ち合 う、 家族 で話 し合 う。

□助 けて ほ しい時 は 助 けて ほ しい。

□「イ ヤ だ な、 へ ん だ な っ て思 っ た」 と い うこ とが 、伝 え ら

れる関係一 受け入れ あえる。

相 手 の こ と を聞 こ うとす る姿 勢 。

□本 音 で語 り合 う、 語 り合 え る関 係 をつ くる ！

□もめ た とき は第 三 者 に入 って も ら う、 た とえ ば オ ンブ ズパ

ーソ ンみ た い に ！

口信 頼 す る こ と、 話 をす る こ と、 場 や 機 会 を仕組 む こ と。
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□自分 の 立 場 を相 手 に押 しつ け な い。（親 だ か ら～ ）

自然 な ま ま につ くられ る か らイ イ関 係 。（知 らな い人 と は難 しい ？）

話 を聞 いて も ら うか ら聞 いて あ げ る。

□最 後 まで 人 の話 を聞 く。

ゆ っ く り生 き る。（自分 自身 が豊 か な 生 き方 をす る ）

□最 後 ま で 話 を聞 く。

ス ケ ジュ ー ル で な い 子 ど も。 時 間 を共 有 す る と い いな 。

□い ろん な 方 の話 が 聞 けて よか った で す。話 し合 っ た こ とは 、

おとな・ 子 ど も と区別 す る の で は な く、 み ん な 人 間 だ と い う

こと。 い じめ は学 校 だ け で な く、 職場 に もあ りま す。

一 人 の 人 間 で あ る こ と を理 解 して相 手（それ が子 ど もで も）

のこ と を考 え るべ き だ と思 い ま した。

もっ と柔 らか い言 葉 で み ん な が 人権 を考 え られ た らと思 い

ます。

口（お とな ）自分 の子 ど も時 代 の こ とを思 い 出 して、

うれ しか っ た こ と、 いや だ っ た こ とを腹 を割 っ て話 し合 う。

ロあ りが と うと ご めん ね 、 が だ い じな こ と ば。

ち か い こ と と と お い こ と の ち ょ う ど い い 点 で い ら れ た ら い い 。

ロ子 ど もに も選 挙 権 よ こせ ！お となが しん ど い世 の 中 な ら子 ど もは も っ と しん どい の だ。

□自分 も他 人 も尊 重 で き るの が 良 い関 係 。 共 通 の 興 味 を通 じて 、 同 じ仲 間 と して話 をす る。

私 の場合は音楽。

ロ東 京 は上 下 関 係 で な く、 な な め の 関 係 で あ る。 上下 関 係 で は 命令 口調 に な っ て しま う。

一 人 の 時 は 素 直 に聞 い て くれ るが 、 3 人・ 4 人 とな る と反 抗 す る。

お とな も子 ど もの 「人 」 と い う輪 の 中 に い る の だ か ら、

お とな は 「お とな 」、 子 ど もは 「子 ど も」 とい う輪 を作 っ て は い け な い と思 う。

「人 」 と い う字 は 「／ 」 を 「＼ 」 が 支 え て い る形 に な っ て い る。

「／ 」 や 「＼」 を 「お とな 」 や 「子 ど も」 とい う考 え方 にす る こ と に よっ て、

この 二 つ を支 え 合 っ た り支 え た りす る こ とに な り、 い い関 係 にな る と思 う。

（この よ うな場 所 や 機 会 を た くさん 設 けて い けば いい と思 う）

ロお た が い に あや ま りあ う。

ロメデ ィアや まわ りが 少 年 事 件 に対 し▲て 過 敏 に 反応 しす ぎ

てい る。

確 か に悪 い こ と を した人 だ け ど、そ の 少 年 達 の 人権 を もっ

と考 え て あ げ るべ き。

□自分 の思 い を伝 えつ つ も、相 手 の気 持 ち も尊 重 す る ！お も

いや り。

口経 験 か ら生 まれ る固 定観 念 も決 して 悪 い もの で は な い。

た だ そ れ を子 ど もに押 しつ け る の は よ くな くて 、子 ど も もお とな もお 互 いに 受 け止 め る こ とか ら始 め

ては ど うか ？相 手 の話 を受 け止 め る心 の 余裕 を。 じっ く りゆ っ く りの 対 話 ！大 切 。

口と こ とん話 し合 う。 で も差 別 的 、 暴 力 的 な発 言 は子 ど もも お とな もや め よ う。
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ロ子 ども を信 頼 して待 つ。

お となが 1 本 の理 念 を持 ち、 そ こ は ゆ が め な い。

ロー緒 に遊ぶ こ と。

相 手 の気持 ち をわ か りあ うこ と、 信 頼 。

□お とな と子 ど もの距 離 をせ ば め る。

お互 い信頼 し合 う、 何 で も話 せ る。

しやべ る こ とが大 切 ！

□「み んな違 っ て み ん な い い」 を お とな も子 ど も もに ん げ ん ど う しで 思 え た ら

いい な とお もい ます 。

□老 若男 女、 尊 敬 で き る人 を尊 敬 して、 わ か ら な い人 に は教

えて 。

□お互 い に話 をす る話 を も っ と聞 く ！

ロ子 ど も を ひ と り の 「人 」 と して 認 め る 。

□地域 の中 で声 を か け づ らい→ 日頃 か らの 関 係 を築 い て お く。

わ ざわ ざ フォー ラム な ど を開 か な い で も 日常 的 に話 せ る関

係にな る。

お こ らな い で 「～ だ か ら～ して ほ しい」 と伝 え る。

□いい関 係 って ？

・ 楽 しい

・ 不愉 快 じや な い

・ 良 く も 悪 く も

・ 近い存在

・ 頭 ごな しに 否 定 しな い

・ が まん しな い

・ ゆ と りが あ る

・ 存 在 を認 め合 う

・ 何 で も しやべ れ る

□困 っ た こ とが あ っ た ら、 す ぐ対 応 して ！

2 回 目の ら くが き は いや だ。

ロ気持 ち を伝 え る。 伝 えず に八 つ 当 た り しな い。

□話 の時 間 が ほ しい な ァ～ ！

□最 後 まで 話 を聴 く、 ゆ っ た り・ ゆ っ く り時 間 を共有 。

口お とな も子 ど も も何 で も話 せ る人 が い る と い いナ。 相 談 で き る場 所 は大 事 。

□子 どもの こ とに 気 づ い て くれ る お となが 身 近 に必要 ！オ ン ブズ パー ソ ンみ た い な。

口話 の で き るき っ か け を お とな が ど うつ くるか → 継続 性 を もっ て

尊 敬 で き るお とな が 身近 に い る

子 ども とお とな ＝ 上下 関 係 では な い

経 験 を積 ん だ お とな と子 ど も

師 と弟 と い う と こ ろ も あ り

□【子 ど も側 】 固 定観 念 で決 め つ け な いで 。

†J

【お とな 側 】経 験 か ら くる も の の よ さ

ロ親 子 だ と… 冷静 に な りに く くな る …分 身 の よ うな 感 じで。
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ひ と りの人 と して 、 子 ど も とお とな で 向 か い合 え る状 況 だ と冷 静 に なれ る。

□今 話 を き い て も らえ る人 が少 な い 、 社 会 が忙 しす ぎ る、 子 ど もの本 質 は変 わ らな い。

J

チ ャ イ ル ドラ イ ンな ど聴 い て も らえ る だ けで も厳 しい状 況 が少 しす くわ れ る。

J

子 ど もを取 り巻 くお とな 同士 の 対話 を もっ て 。 子 ど も とお とな も向 き合 う。

ロ力 づ く も誘 導 もお とな の 型 に は め られ るの は いや な の か な ？

口学 校 とい う中 で は 、 規 則 を守 る。 そ うす れ ば 社 会 に出 た と き に何 らか の 形 で 役 に立 つ、

小 さな グ ル ー プ（ク ラ ス）だ か ら こそ 意 見 が 言 え る、 ル ー ル も守 れ る。

□え こひ い き しな い先 生 が い る学 校 。

■訴となとの関わ叶の中でやぁて侍しい言葉や蕾摩って亡んなこと？

□子 ど も の くせ に え ら そ う な こ と い う な ！

勉強 しろ ！

た ば こ を子 ど もの 前 で す うな ！

□子 ど も とお とな に よ って 態度 が ち が う先 生 。

□「な ん で ？」「ど う して ？」 つ て聞 か な い で ほ しい。

□も っ と 自分 の 子 信 じて ほ しい。

親 が 八 つ 当 た り して く る。

田「子 ど もの くせ に ！」 とか 「 ど－せ お とな に はわ か らへ んわ ！」 とか 話 す の をあ き らめ な い ！

□学 校 で いや な こ と

・先生 がひいき、無視（生徒 を）

・生徒（女子）の グルー プ化

・ 友 達 との 関 係 ！

□あ ん ま り子 ど も に お こ ら な い で ほ し い（す ご く悪 い こ と を

した ら 、 少 しは お こ つ て も い い と思 う）

口上 か ら もの を言 わ な い ！

口先 生 、 ぽ くの 意 見 を ちや ん と聞 いて 下 さ い ！

ロ学 校 き らい ！ ！た の しい授 業 して くれ る先 生 求 む っ ！

□親 が心配ばか りしす ぎ（勉強・宿題）

部 屋 の 掃 除 の 時、 学 校 の プ リン ト等 をみ る

障 害 者 に 対 し暴 言 をは く。

口先 生 な ぐ らな い で ほ しい ！

口先生・体罰、 おせ っかい

t わかる授業

・ ひ み つ をま もっ て くれ な い

・信頼 できない

・ 内 申書

□や りた い こ と を邪 魔 され な い学 校 。

0 勉強優先で話 を聴 いて くれない。

相 談 に の つて ほ しい ！

0 親 が心 配 しす ぎ て い ろ い ろ と言 われ る ＝世 話 や きす ぎ る
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□校長先生

イ 子 ど もだ か ら」 甘 く見 て る

・ 逆 らえ な い

・ 先 生 が お気 に入 りの 生徒

・ 名 前 で ラ ン ク付 け る。



→ も っ と 自 由 に

親 が掃 除 す る時 に テ ス トや ノt トを見 る。

乗物で足 を広げて座 る→ 他人の迷 惑 を考 えない。

□生 徒 を ワ ク に は め な い ワ ク を つ く ら な い 。

□勉 強や ろ う と思 っ て る時 に や りな さい っ て言 われ た。

研 修会等 で子 ど もに な ん か で き な い と言 われ た。

「いらな い」等 絶 対 に言 っ て は い け な い こ とが あ る と思 う。

義務 と権 利 の こ と。

勉強 で きな い の にボ ラ ン テ ィ アや っ て い いの と言 わ れ た。

ロお とな か ら言 わ れ た こ と をの せ られ て 言 って しま った … くや しい一

口同 じ学校 とい うだ けで 店 員 か ら いや な 目で 見 られ る。

ロ学校 と世 間 の ギ ャ ッ プが 激 しい。

ex．16 で バ イ ク の免 許 を取 っ て い いの に、 学 校 で は 禁 止 され て い る。

口子 ど もの意 見 を聞 い て くれ て 、 反 映 して くれ る先 生 が い な い。

ロ「な ん で」 つて 批 判 で も心 配 して で も言わ な い で ほ しい。 そ うな の は そ うな ん だか ら。

□報 道 の仕 方 が だ め（おか しい）

恐 怖 を あお る もの が あ る ！

お となの起 こ した事 件 よ り子 ど もの起 こ した事 件 の 方 が 大 き く報 道 され て い る ！

口先 生 がえ らそ う。

先生 の言 っ て る こ とが ち が う、 言 っ て い る こ と とや っ て る こ とが ちが う。

何 で勉 強 しな あ か んか を教 え て ほ しい。

ロお 父 さん は絶 対 的 存 在 と いわ れ て たの が イ ヤ で した 素 直 に な りな さい と言 わ れ て た。

「早 く し－」 るす ば ん して る と き に 「 これ しとい て－ 」 と お て つ だ い を いわ れ る。

「弟 はせ ん で い いか らあ ん た ら し－ 」 と言 われ た と き。 お と な か ら ごめ んね って 言 わ れ た こ とあ る ？

我が 子 に は甘 えて しま い つ いつ い言 い過 ぎ る。

ロあ りが と う ！と か を ち や ん と 言 う。

少 しは素 直 に な りな さい、 お 父 さん はぜ っ た い。 と き ど き 出か け た りす る とい い。

□「女 だか ら」 と進 路 を決 め させ られ た。

ピア ノを無理 矢理 な らわ され か け た。

兄 だ けが い ろい ろ買 っ て も らえ た。

親 に対 して 「違 うん じや な い の ！」 と思 って も言 え な い こ とが あ っ た。

言葉 で 言 われ な い け ど感 じる親 の 期 待 の 中 で モ ラ トリア ム だ っ た。

親 が強要せず 「すべてお前 に任せ るか ら」

口先 生 が キ レた。

物 にあ た る。

他 の学 校 と比 べ る。

い ろんな こ と に理解 の あ る 先 生 が い い。

そ ん な先 生 が増 え て ほ しい。

とい う の で か え っ て プ レ ッ シ ャ ー に な っ た 。

口休 み時 間 は 、読 書 とか友 達 とか と遊 ん で い る と楽 しい。
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部活 が楽 しい。

先生 が生 徒 同 士 の い ざ こ ざ に か か わ りた くな い。

女子 と男子で校則 が違 う。（靴 、靴下、髪）

□親 に

・ 学 校 で の 出 来 事（悩 み ）を話 して も聞 き流 され る。

・「子 ど も の くせ に ！しな く て も い い 」 と言 わ れ る 。

知 って い るの に 何 も しな い先 生 。

う る さ く して る 人 が い る の に 。

不 登 校 して る子 が い るの に 。

その 他（子 どもの 居 場 所 、 少 年 犯 罪 、 ス トレス解 消 法 な ど）

■との他（子どもの居場所、少年犯罪、ストレス解消法なと）

□お金 を使 わ ず に遊 べ る場 所→ 自然 を利 用 した ア ソ ビ。

古 い物 を再 利 用 して作 る。（ブラ ンコ な ど）

□何 で も 自 由 にで き る場 所 。

口公園→やねが あれ ばいいのに。

空 き教室利用 して…

□小 3 ま で学 校 の後 「ロ ロ クラ ブ」 と い って 、 子 ど もを預 か り遊 ぶ ＆ おや つ、 遊 具 で遊 び放 題。

□学校 で放課後、チ ャンゴのサークル

ロゆ めパ ー ク

・午前 9 時～午後 9 時

・ ス タ ジオ

・ フ リー ス ク ー ル

・ ほ けん しつ

・井戸

口か え っ てや る こ と

子 ど も の声

・ ゲーム

・宿題

・勉強

ロス トレス解 消 法

・ や つ あ た り（もの に）

・ こわ して い い もの を こわ す

→ 後 悔 しな い か ？い いわ けす る か …

も と も と壊 れ て い い もの だ か ら…

□Deep b ve の本 を読 み 感 激 す る。
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・ ス タ ッフ付 き

・ い ろ ん な 人 く る

・ 自 由 に入 れ る

・ だれ で も使 え る

・ き ん え ん

おとな の 声

・運動場で遊ぶ

・ 山の中で遊ぶ

・学童保育

・公園で遊ぶ



先 生 が 言 うよ り も小説 で読 ん だ方 が い い。

少年 犯 罪 に親 が あ や ま る べ き か ？

□友 だ ちに さそ わ れ て。

万引 き（本屋・駄菓子屋）おお い ！

ゆ うわ く

援助 交際 → お とな が そ うい う場 所 を つ くっ て い る。

□少年 は う ざい（み ぢ か な）

・万引 き→精神 的苦痛で

・ ス カ ー ト を切 ら れ る

・ ス トー カ ー

・ たば こ・ お酒 etc

□長崎 の 事 件 の こ と‥・

・ 少年なのでつみ にな らないのが疑問。

・ 学 校 で い や な こ とが あ っ た か も。

・ 報 道 は ど こま で 事 実 を伝 え て い る の だ ろ う。

口本 人が ど う した ら いい か、 ど う した ら責 任 を とれ るか

つき つめ て 考 え て み た 方 が い い。

ロス ト レス は よ く な い。

はき だ しロが い る よね。

ロス ト レス が た ま っ た ら、 ス ト レ ス を 解 消 す る（〉＿く）

スポー ツ、 趣 味 、 お しやべ り、 お菓 子 を い っ ぱ い食 べ る etc

ロス トレス 解 消法

・ 口で発散

・ 部 活（バ ス ケ ッ ト）

・ 走 る

・ カ ラオ ケ（ほん と は禁 止 ）

・ ツ タ ヤ に 行 く

・ よ く考 え て み る 。 お ち つ く こ と

ロア スペ ル ガ ー症 候 群 の こ と

□万 引 きに つ い て

・ け っ こ う周 り で して い る 。

・ 見 た こ とが あ る。

・見 て 、言 った け どべ つ に い い じやん 、と い うか ん じだ っ た。

ロな ん で万 引 き を して しま うの か ？

・ や ろ う と思 え ば で き て し ま う。

・ して は い け な い け ど した い衝 動 が お こる場 合 もあ る。

一ナそ れ で し か 解 消 で き な い も の ？
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□万 引 き を して しま っ て も、 そ れ は 自分 自身 で え らん だ の な

ら、

た とえ ば ス トレス解 消 の 一 つ の 方 法 とみ とめ て あ げ る こ と

はで きな い の ？

一÷そ れ は犯 罪 で は

口万 引 き して もス トレス は解 消 で きな い。

万 引 き して も結 局 失 う もの の 方 が 大 き い。

本人が責任 をとれ ばよい。

ロた ば こ の こ と …

・ 隠 れ て とか じや な く校 内 とか で も堂 々 とす っ て い る。

・ 友達 の すす め で こ とわ れ な い。

・ や め た く て も や め られ な い と い う こ と も あ る 。

口こ こに くる ま で は、同 じ くら い か少 し上 の年 齢 の人 が罪 を犯 す と 「変 な人 だ」や 「な ん です るん だ ？」

と思 って い た け ど、 こ こに 来 て 真 剣 に考 えて み る と、罪 を犯 した人 に もそ の人 な りの事 情 が あ る ん だ と

思いま した。

そ うい う意 味 で は そ の人 もか わ いそ う と思 い ま した。

動物 の 肉 を食 べ る た め に動 物 を こ ろす。

□な ぜ 上 と下 が で きて しま うの か ？

人 を こ ろ して しま う 人 に も つ ら い こ と が あ っ て こ ろ して し

まって い る ！ 1

せ ん そ うで 人 をた くさん こ ろせ ば え いゆ うだ が、

ふ つ うに 人 を殺 せ ば 殺 人 者 に な って しま う、 なぜ だ ろ う ？

ロみんな同 じ人間やのに何で 「身分の差」 みたいな人 ができ

てしま う ん や ろ う ？

人 は 生 きて い くた め に 生 命 を うば い ま す。

野菜 を食 べ る ため に植 物 を こ ろす 。

だか ら うば っ た生 命 の分 だ け、 自分 が が ん ば っ て生 き て いか な けれ ば い けな い と思 う。

■司 会 者 の あ い さ つ

口澤 田 さん （中 3 ：か わ に し子 ど もネ ッ ト）

こ ん な に た く さ ん子 ど も の意 見 を聞 い て くれ るお とな の

人が い るん だ な 、と思 い ま した 。グル ー プで 話 し合 っ た とき

のお とな の 人 は 、ひ とつ ひ とつ の意 見 を大 切 に して くれ て 、

うれ しか っ た です 。

口北 井 さん （高 2 ：か わ に し子 ど もネ ッ ト）

私は い っば い意 見 を聴 い て も らい ま した。お とな の 人 の意 見

を聴 く余裕 が この時 間 の 中 で は な か っ た けれ ども、これ か ら

お互い を認 め合 って、関係 を築 いていきたい と思います。
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